
経緯

○ 2015年7月28日～8月8日に山口県山口市で第23回世界スカウトジャンボリー（WSJ2015）が開催された。
152カ国から約3万4千人が参加し、日本人参加者は約6千人であった。

○ 8月13日スコットランド公衆衛生当局から、WSJ2015の参加者のスコットランド人１名が帰国後に侵襲性髄膜炎
菌感染症を発症したと情報提供あり。 検査の結果、WSJ2015の参加者3名（スコットランド隊）と参加者の親類1
名（計4名）の確定例が報告された。

○ 8月17日、スウェーデン公衆衛生当局から、WSJ2015の参加者で髄膜炎に罹患した可能性が高い患者１名及び
調査中の２名について報道発表あり。検査の結果、WSJ2015の参加者１名（スウェーデン隊）が侵襲性髄膜炎菌
感染症の確定例と確認された。

世界スカウトジャンボリー参加者の
侵襲性髄膜炎菌感染症発症報告について

対応

○ 8月14日、ボーイスカウト日本連盟に対し、WSJ2015参加者に対し、髄膜炎菌感染症の特徴を情報提供するとと
もに、体調変化を感じた際には早期に医療機関を受診するようことについての注意喚起を要請。加えて、スコッ
トランド隊と滞在場所の近かった日本隊の帰省先の自治体、日本医師会及び文部科学省等に、上述の注意喚
起について情報提供。

○ 8月18日、世界スカウト連盟がWSJ2015の大会ホームページに、本件に関する情報 （患者の発生、患者の国
名、活動場所等）を掲載したことを受け、翌19日に厚生労働省から関係自治体に改めて情報提供。

○ スコットランド公衆衛生当局、スウェーデン公衆衛生当局及び日本スカウト連盟を通じ、国立感染症研究所の
協力により疫学調査を実施したところ、日本国内での明らかな濃厚接触者は確認されなかった。

○ 国内で2015年8月以降に報告された侵襲性髄膜炎菌感染症は4症例であるが、調査の結果、いずれの症例も
WSJ2015との疫学的関連は否定されている。
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